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◇主な訓練内容◇

情報数学 集合、行列、統計、確率

ソフトウェア概論 手続型言語の開発技法、フローチャート・アルゴリズム知識

プログラミング言語 手続型言語（Ｃ言語）作成の文法、フローチャート

ソフトウェア工学 オブジェクト指向型プログラム（Ｊａｖａ言語）の開発技法

情報セキュリティ概論 情報の保護、知的財産

オペレーティングシステム WindowsやLinuxなどのオペレーティングシステム概論

ハードウェア概論 コンピュータ関連機器の知識、機器の種類、構成と役割

ネットワーク概論 コンピュータネットワークの基礎、ネットワーク構成機器

情報処理システムセキュリティ論 システムの信頼性、性能評価、障害対策、運用対策

情報工学 データベースの基礎、種類と特徴、SQLによる検索と更新

情報工学概論 現状業務の解析・新システムへの要求定義、外部設計、内部設計

情報処理システム実習 手続型言語（Ｃ言語）の基礎プログラミング、処理プログラムの作成

ＯＡシステム開発実習　　 オブジェクト指向型言語によるＷｅｂの基礎プログラム作成

コンピュータ運用管理実習 模擬Ｗｅｂ業務システム開発（グループによるシステム設計実習）

プログラミング実習 就職内定企業に関連した内容など、個人別テーマでの研究

データ処理基本実習 データベースの操作・作成・運用

情報処理システム操作基本実習 パソコン操作（起動と終了、ｷｰ操作）、ビジネスソフトの操作

コンピュータネットワーク設定 コンピュータネットワーク構築と各種設定実習

※東京都では1時限を45分としています。

◇主な就職先◇

□

◇就職情報◇
平成２５年度実績

□ : １０人程度～３００人程度

□ : １８万～２４万円程度

◇自己負担額（参考：金額は変更する場合があります。）◇

□ 入校選考料　　１，７００円　 □ 授業料（年間）　１１８，８００円

□　教科書代　約１６，０００円

□　その他、事故等に備える災害保険等の自己負担が生じる場合があります。

◇関連リンク◇
☆ＯＡシステム開発科ＨＰ☆

「TOKYOはたらくネット」のホームページから「ＯＡシステム開発科」で検索して下さい。

24

24

68

24

56

48

24

初 任 給

・ハードウエア・ソフトウエア販売等のコンピュータ関連会社

会社 規模

・情報サービス業(ソフトウエア開発　情報通信サービス　情報システムの運用管理等）

172

116

学
　
科
　
お
　
よ
　
び
　
実
　
技

92

24

80

24

48

152

68

40

256

ＯＡシステム開発科

※【１，６００時限】

区
分

訓 練 内 容
標準

時限数教科目名
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東京都立多摩職業能力開発センター 

計測制御システム科（製造設備科） 

担当 千代谷 慶 
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◇主な訓練内容◇

情報数学 集合、行列、統計、確率

ソフトウェア概論 手続型言語の開発技法、フローチャート・アルゴリズム知識

プログラミング言語 手続型言語（Ｃ言語）作成の文法、フローチャート

ソフトウェア工学 オブジェクト指向型プログラム（Ｊａｖａ言語）の開発技法

情報セキュリティ概論 情報の保護、知的財産

オペレーティングシステム WindowsやLinuxなどのオペレーティングシステム概論

ハードウェア概論 コンピュータ関連機器の知識、機器の種類、構成と役割

ネットワーク概論 コンピュータネットワークの基礎、ネットワーク構成機器

情報処理システムセキュリティ論 システムの信頼性、性能評価、障害対策、運用対策

情報工学 データベースの基礎、種類と特徴、SQLによる検索と更新

情報工学概論 現状業務の解析・新システムへの要求定義、外部設計、内部設計

情報処理システム実習 手続型言語（Ｃ言語）の基礎プログラミング、処理プログラムの作成

ＯＡシステム開発実習　　 オブジェクト指向型言語によるＷｅｂの基礎プログラム作成

コンピュータ運用管理実習 模擬Ｗｅｂ業務システム開発（グループによるシステム設計実習）

プログラミング実習 就職内定企業に関連した内容など、個人別テーマでの研究

データ処理基本実習 データベースの操作・作成・運用

情報処理システム操作基本実習 パソコン操作（起動と終了、ｷｰ操作）、ビジネスソフトの操作

コンピュータネットワーク設定 コンピュータネットワーク構築と各種設定実習

※東京都では1時限を45分としています。

◇主な就職先◇

□

◇就職情報◇
平成２５年度実績

□ : １０人程度～３００人程度

□ : １８万～２４万円程度

◇自己負担額（参考：金額は変更する場合があります。）◇

□ 入校選考料　　１，７００円　 □ 授業料（年間）　１１８，８００円

□　教科書代　約１６，０００円

□　その他、事故等に備える災害保険等の自己負担が生じる場合があります。

◇関連リンク◇
☆ＯＡシステム開発科ＨＰ☆

「TOKYOはたらくネット」のホームページから「ＯＡシステム開発科」で検索して下さい。

24

24

68

24

56

48

24

初 任 給

・ハードウエア・ソフトウエア販売等のコンピュータ関連会社

会社 規模

・情報サービス業(ソフトウエア開発　情報通信サービス　情報システムの運用管理等）

172

116

学
　
科
　
お
　
よ
　
び
　
実
　
技

92

24

80

24

48

152

68

40

256

ＯＡシステム開発科

※【１，６００時限】

区
分

訓 練 内 容
標準

時限数教科目名
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◇主な訓練内容◇

生産工学概論

電気理論

電子工学

材料

製図

測定法

安全衛生 産業安全、労働衛生、安全衛生管理、関係法規

関係法規

機械工学概論

制御工学

製造設備

総合演習

社会人基礎

測定基本実習

工作基本実習

コンピュータ操作基本実習

回路図作成基本実習

回路組立基本実習

安全衛生作業

製造設備組立実習

製造設備制御実習

総合演習作業

電気工事基本作業

計測制御実習

自動制御作業

※東京都では1時限を45分としています。

◇主な就職先◇

□

◇就職情報◇
平成27年3月現在

□ : 5～1,250人

□ : 11.7倍

□ : 180,000円程度（20歳)

◇自己負担額（参考：金額は変更する場合があります。）◇

□　　入校選考料  　１，７００円　 □ 授業料（年間）　１１８，８００円

□　教科書代　　約１５，０００円 □　作業服代　　　　約１０，０００円　　

□　その他、事故等に備える災害保険等の自己負担が生じる場合があります。

電気・電子回路組立、配線作業

安全衛生作業法

電気応用設備の分解・組立・調整、運転管理、保守点検

計測一般、電気・電子計測

電気用品安全法、その他関連法規

機械要素、機構と運動、機械一般、伝達要素

制御理論、シーケンス制御、制御方式と特徴

製造設備の種類、組立・分解・調整、運転管理、保守点検

電気磁気学、回路理論

デジタル回路、アナログ回路、論理回路、半導体工学

電気・電子材料、電気・電子部品

社会人としてのマナー、面接、挨拶

計測一般、電気・電子計測実習

器工具の使用法、板金加工、基板加工

ワープロ、表計算

PLCプログラミング、リレー制御、モータ制御

制御機器の取扱い、シーケンス制御、制御回路図

技能照査、技能祭

電気工事基本作業（電気工事士受験対策）

PLC応用プログラミング、センサ回路、アナログ制御

電気・電子回路設計製図

技能照査

計測制御システム科

制御盤製造会社、生産設備製造会社、電気設備管理会社、電子機器製造会社など

48

48

48

72

標 準
時 限 数

24

48

36

求人 倍率

初 任 給

24

会社 規模

24

48

実
　
　
技

24

260

140

※【１，６００時限】

区
分

24

56

教 科 目 名

学
　
　
　
　
科

24

56

製図一般、電気・電子製図

56

24

訓 練 内 容

工程管理、品質管理、作業研究

80

68

20

112

112

24

調査研究報告書 No.165
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千葉県立船橋高等技術専門校 

第二種情報処理系システム設計科 

担当 佐藤 雅也 

 
１． 概要 

千葉県立船橋高等技術専門校は、昭和３７年の設立以来、職業能力開発施設として地域

産業の発展に貢献すべく、時代のニーズに沿った職業能力開発事業を展開してきました。

これまでに産業界に送り出した修了生は５，２００人を超えています。 

現在、本校の施設内では、高等学校新規卒業者等の若年者を主な対象とした、メカニカ

ルエンジニア科、冷凍空調設備科、システム設計科と離転職者を対象とした金属加工科の

計４科目の訓練と、在職者を対象とした短期間の講習「ちば企業人スキルアップセミナー」

を実施しています。 

また、施設外では、離転職者の就職を促進するため、専修学校等の民間教育訓練機関に

委託した多様な職業訓練を実施しています。 

中でも、在職者訓練と委託訓練においては、本校は県の拠点校としての役割を担ってお

り、若年者からスキルアップを目指す在職者、そして求職中の離職者まで、幅広く職業訓

練の機会を提供しています。 

 
２． 訓練内容等 

システム設計科は、平成３年４月に２年課程の情報処理科として新設し、平成５年４月

に訓練科目名をシステム設計科に変更しました。１学年２０名の少人数制により、きめ細

かい指導や訓練を受けながら、技術・技能の習得ならびにコミュニケーションスキルの向

上を目指し、ソフトウェア業界で活躍できるプログラマーやシステムエンジニアの育成に

取り組んでいます。また、平成１７年４月には、エレベーターが設置されたことでバリア

フリー化され、下肢障害の方も訓練を受講できるようになりました。 

 訓練内容としては、国家資格である基本情報技術者試験の合格を目指し、情報処理分野

の知識やプログラミング言語、ネットワークやデータベースなどを学習します。また、基

本情報技術者試験の試験免除制度の活用や、プログラミング能力認定試験を本校で実施し、

就職に活用できる資格取得にも力を置いて実習に取り組んでいます。２年次には、アプリ

ケーションの開発やサーバの構築といった実践的な訓練を行い、組み込み技術の実習では、

ロボットの競技大会にも参加し、好成績を収めました。  

 システム設計科の修了生には、技術進歩と多様化する顧客ニーズへの対応が求められる

ため、自らが考えて行動できる人材の育成を目標にしています。  

 

 

訓練科の紹介４ 
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◇主な訓練内容◇

生産工学概論

電気理論

電子工学

材料

製図

測定法

安全衛生 産業安全、労働衛生、安全衛生管理、関係法規

関係法規

機械工学概論

制御工学

製造設備

総合演習

社会人基礎

測定基本実習

工作基本実習

コンピュータ操作基本実習

回路図作成基本実習

回路組立基本実習

安全衛生作業

製造設備組立実習

製造設備制御実習

総合演習作業

電気工事基本作業

計測制御実習

自動制御作業

※東京都では1時限を45分としています。

◇主な就職先◇

□

◇就職情報◇
平成27年3月現在

□ : 5～1,250人

□ : 11.7倍

□ : 180,000円程度（20歳)

◇自己負担額（参考：金額は変更する場合があります。）◇

□　　入校選考料  　１，７００円　 □ 授業料（年間）　１１８，８００円

□　教科書代　　約１５，０００円 □　作業服代　　　　約１０，０００円　　

□　その他、事故等に備える災害保険等の自己負担が生じる場合があります。

電気・電子回路組立、配線作業

安全衛生作業法

電気応用設備の分解・組立・調整、運転管理、保守点検

計測一般、電気・電子計測

電気用品安全法、その他関連法規

機械要素、機構と運動、機械一般、伝達要素

制御理論、シーケンス制御、制御方式と特徴

製造設備の種類、組立・分解・調整、運転管理、保守点検

電気磁気学、回路理論

デジタル回路、アナログ回路、論理回路、半導体工学

電気・電子材料、電気・電子部品

社会人としてのマナー、面接、挨拶

計測一般、電気・電子計測実習

器工具の使用法、板金加工、基板加工

ワープロ、表計算

PLCプログラミング、リレー制御、モータ制御

制御機器の取扱い、シーケンス制御、制御回路図

技能照査、技能祭

電気工事基本作業（電気工事士受験対策）

PLC応用プログラミング、センサ回路、アナログ制御

電気・電子回路設計製図

技能照査

計測制御システム科

制御盤製造会社、生産設備製造会社、電気設備管理会社、電子機器製造会社など

48

48

48

72

標 準
時 限 数

24

48

36

求人 倍率

初 任 給

24

会社 規模

24

48

実
　
　
技

24

260

140

※【１，６００時限】

区
分

24

56

教 科 目 名

学
　
　
　
　
科

24

56

製図一般、電気・電子製図

56

24

訓 練 内 容

工程管理、品質管理、作業研究

80

68

20

112

112

24
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システム設計科の実習風景 

 

 

 

プログラミング実習風景 グループディスカッション 

プログラム開発画面 校内サーバ 

コンピュータ制御実習 見学会への参加 

調査研究報告書 No.165
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平成２７年度千葉県立船橋高等技術専門校 教科の細目 

第二種情報処理系システム設計科 

区

分 
科   目 

基準

時間 

訓練

時間 
訓 練 内 容 

普
通
学
科 

 社会  0 60 
健康診断(4)，防災訓練(8)，ゴミゼロ(4)，就職支援セミナー(4)，就職支援（8），人

材力向上セミナー(4)，消費生活講話(4)，業界研究(24) 

 -                                      

系
基
礎
学
科 

 情報工学概論  20 20 情報の符号化(8)，ハードウェアとソフトウェア(8)，環境マネジメント(4) 

 情報処理システム概論  40 40 情報処理システム概説(15)，事務処理システム(10)，データベース(15) 

 情報システムセキュリティ概

論  
30 30 

信頼性(5)，性能評価(5)，障害対策(4)，運用対策(4)，エラーチェック(4)，情報保

護(4)，情報倫理(4) 

 経営管理  70 70 販売管理(15)，生産管理(15)，労務管理(15)，財務管理(15)，事務管理(10) 

 ハードウェア概論  50 50 
コンピュータの構成要素と役割(20)，データ内部表現と演算(20)，インタフェース

(10) 

 情報数学  40 40 線形代数(5)，確率統計(10)，集合論(10)，命題論理(10)，シミュレーション(5) 

 プログラミング論  60 60 構造化設計(10)，データ構造とアルゴリズム(50) 

 プログラミング言語  20 20 プログラム言語の種類と特徴(5)，文法(15) 

 オペレーティングシステム  50 50 オペレーティングシステムの機能(30)，言語プロセッサ(20) 

 ネットワーク概論  30 30 プロトコル(10)，ネットワーク（LAN，WAN）(20) 

 安全衛生  20 20 産業安全(5)，労働安全(5)，安全衛生管理(10) 

 電子工学  0 60 
直流回路理論(10)，デジタル回路(10)，半導体工学(10)，交流理論(24)，電源回

路(6) 

 情報工学特論  0 124 

基礎理論(12)，コンピュータシステム(16)，技術要素(23)，開発技術(17)，プロジェ

クトマネジメント(14)，サービスマネジメント(9)，システム戦略(9)，経営戦略(14)，企

業と法務(10) 

専
攻
学
科 

 システム工学  100 100 
システム分析(20)，コード設計(20)，入出力設計(20)，プログラム設計(20)，運用設

計(20) 

 生産管理  50 50 生産計画(10)，品質管理(10)，工程管理(10)，在庫管理(10)，原価管理(10) 

 -                                            

学科計 580 824   

系
基
礎
実
技 

 情報処理システム操作基本

実習  
90 180 OS の操作(10)，ビジネスソフトの操作(130)，データベース操作(40) 

 プログラミング基本実習  250 476 
プログラミングの種類と特徴(8)，アルゴリズム(80)，C 言語文法(80)，C 言語演習

(80)，CASLⅡ文法(50)，CASLⅡ演習(68)，Java 文法(80)，Java 演習(30) 

 ネットワーク基本実習  40 40 ネットワーク設定(30)，ネットワークセキュリティ(10) 

 安全衛生作業法  20 20 安全衛生作業(20) 

 回路組立基本実習  0 120 
はんだ付け作業(20)，基本論理回路(30)，フリップフロップ回路(20)，カウンタ回路

(30)，比較回路(20) 

 情報コミュニケーション実習  0 60 
プレゼンテーションソフト操作(10)，プレゼンテーション技法(10)，プレゼンテーショ

ン演習(40) 

専
攻
実
技 

 プログラム設計実習  220 220 
データ構造の設計(20)，制御構造の設計(20)，構造化プログラミング設計(80)，オ

ブジェクト指向プログラミング設計(80)，ユーザインタフェース設計(20) 

 システム設計実習  230 230 
コード設計(20)，構造設計(20)，エラーチェック(20)，画面設計(30)，ファイル設計

(30)，データベース設計(30)，モジュール設計(40)，運用設計(40) 

 業務分析実習  100 100 
要求分析(10)，機能分析(10)，入出力情報(10)，処理内容(10)，問題抽出と解決

策検討(60) 

 ネットワーク構築実習  100 100 
LAN の構築(20)，ネットワーク設定(20)，Web サーバの構築(30)，ファイルサーバの

構築(30) 

 コンピュータ制御システム実

習  
0 150 

CAD 演習(40)，ハードウェアの製作(30)，ソフトウェアの作成(50)，動作試験と調整

(20)，ドキュメント作成(10) 

 修了製作  0 280 プログラミング(170)，テスト(60)，運用(20)，ドキュメント作成(20)，発表(10) 

実技計 1050 1976   

合計 1630 2800   

50 
 

システム設計科の実習風景 

 

 

 

プログラミング実習風景 グループディスカッション 

プログラム開発画面 校内サーバ 

コンピュータ制御実習 見学会への参加 
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第４節 ヒアリング調査 

４－１ ヒアリング調査の実施 

 見直し要望については、アンケート調査だけでは十分に把握できないことから、ヒ

アリング調査も行うこととした。今回は、基礎研究会の委員が把握できない科を中心

にヒアリングを行った。表２－１０にヒアリング調査一覧を示す。全国で唯一の稀少科

もあり貴重なご意見、ご要望等を聞かせていただくことができた。それらのヒアリン

グ調査報告については次項以降に掲載する。ただし、ＮＤＫ学園については前節３－

２「訓練科の紹介」で、また白石高等技術専門校電気通信科については第３章で取り

上げることとした。 
 

表２－１０ Ｈ２７ヒアリング調査一覧 

 

 

 

 

 

 

No ヒアリング施設 訓練科名 日程 訪問者

① 京都府立陶工高等技術専門校 陶磁器科 6月16日 事務局（村井、平塚）

② 東亜和裁（名古屋市） 和裁科 6月17日 事務局（村井、平塚）

織機調整科

洋裁科

定成委員

事務局（平塚）

⑤ 大分県立竹工芸・訓練支援センター 竹工芸科 7月7日 事務局（村井、平塚）

⑥ 大分県立大分高等技術専門校 電気工事科 7月8日 事務局（村井、平塚）

⑦ 岡崎技術工学院 石材加工科 7月16日 事務局（村井、平塚）

⑧ トヨタ工業学園 「高等部」 木型科 7月24日 事務局（村井、平塚）

⑨ 神奈川県印章高等職業訓練校 印章彫刻科 8月19日 事務局（村井、平塚）

送配電科 松下委員、三本委員

発変電科等 事務局（平塚）

宮城県立白石高等技術専門校

（於：仙台高等技術専門校）
事務局（村井、平塚）

日本電設工業株式会社　中央学園　ＮＤＫ技術
学園

③ 愛媛県立今治高等技術専門校 6月24日 事務局（村井、平塚）

④ 埼玉県立川越高等技術専門校 木工科 6月25日

8月4日

電気通信科 8月5日

調査研究報告書 No.165
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京都府立陶工高等技術専門校 陶磁器科 

 

訪問日：平成 27 年 6 月 16 日 13:00～15:00 
対応者：中川校長、森副校長、杉山訓練課長  
訪問者：村井、平塚（基盤整備センター） 

 
○概要  

 京都府立陶工高等技術専門校は、昭和２１年に創設以来、これまでに約３，０００名の

修了生を送り出してきた。その多くが工房や窯元で陶芸作家や絵付師等として活躍してい

る。現在６０名の訓練生が技能の習得に励んでいる。最近は、訓練生の２／３が大学・短

大卒で、しかもそのうち約半数が芸術系卒という状況である。社会経験者も多く年齢も上

がっている。しかし、全員が陶芸のプロを目指し全国から集まっており、そのモチベーシ

ョンは非常に高い。以前は、訓練生の大半が男性であったが、高学歴化とともに女性の割

合が７割前後を占めるようになった。主な就職先は、陶芸工房や窯元であるが求人は減少

気味であり、自営を目指す者も多くなっている。進学先として京都府立工業試験所で研修

生として学ぶ者もいる。「やきもの成形科」には、１年コースと２年コースがある。２年制

の「総合コース」は陶器だけでなく磁器についても学べることから人気があり応募倍率も

３倍を超える。「やきもの図案科」は、絵付け師としての素地を必要とされるため、近年は

業界の不振から就職状況はやや厳しい状況である。ちなみに、伊万里や備前のように地元

で土が産出した地域が焼物産地として発展してきたが、古くから京都は、人、物、金が集

まる一大消費都市であり、「京焼・清水焼」は他地域の土を利用しながら、都人の好む雅な

作品が生産され発達してきたものである。 

 
○訓練目標及び仕上がり像 

・京都府が職業能力開発促進法に基づき設置した職業能力開発校である。  

・京都の伝統産業の一つである「京焼・清水焼」の後継者を養成することを目的とする。 

・陶磁器製作に必要な成形・絵付・焼成等の知識や技術を習得する。 

 
○科の構成 

・やきもの成形科 成形コース（１年）・・・定員２０名 

・やきもの成形科 総合コース（２年）・・・定員１０名×２学年 

・やきもの図案科（１年）・・・・・・・・・定員２０年  

 
○見直し要望等 

・伝統工芸の科であるため特段新しい要素を追加する必要はない。  
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第４節 ヒアリング調査 

４－１ ヒアリング調査の実施 

 見直し要望については、アンケート調査だけでは十分に把握できないことから、ヒ

アリング調査も行うこととした。今回は、基礎研究会の委員が把握できない科を中心

にヒアリングを行った。表２－１０にヒアリング調査一覧を示す。全国で唯一の稀少科

もあり貴重なご意見、ご要望等を聞かせていただくことができた。それらのヒアリン

グ調査報告については次項以降に掲載する。ただし、ＮＤＫ学園については前節３－

２「訓練科の紹介」で、また白石高等技術専門校電気通信科については第３章で取り

上げることとした。 
 

表２－１０ Ｈ２７ヒアリング調査一覧 

 

 

 

 

 

 

No ヒアリング施設 訓練科名 日程 訪問者

① 京都府立陶工高等技術専門校 陶磁器科 6月16日 事務局（村井、平塚）

② 東亜和裁（名古屋市） 和裁科 6月17日 事務局（村井、平塚）

織機調整科

洋裁科

定成委員

事務局（平塚）

⑤ 大分県立竹工芸・訓練支援センター 竹工芸科 7月7日 事務局（村井、平塚）

⑥ 大分県立大分高等技術専門校 電気工事科 7月8日 事務局（村井、平塚）

⑦ 岡崎技術工学院 石材加工科 7月16日 事務局（村井、平塚）

⑧ トヨタ工業学園 「高等部」 木型科 7月24日 事務局（村井、平塚）

⑨ 神奈川県印章高等職業訓練校 印章彫刻科 8月19日 事務局（村井、平塚）

送配電科 松下委員、三本委員

発変電科等 事務局（平塚）

宮城県立白石高等技術専門校

（於：仙台高等技術専門校）
事務局（村井、平塚）

日本電設工業株式会社　中央学園　ＮＤＫ技術
学園

③ 愛媛県立今治高等技術専門校 6月24日 事務局（村井、平塚）

④ 埼玉県立川越高等技術専門校 木工科 6月25日

8月4日

電気通信科 8月5日
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・訓練でパソコン等を使う必要はない。 

・設備の細目で機器名に「トロンメル」、「スタンプミル」、「フェルタプレス」とあるが名

称を確認する必要がある。 

 
○感想 

 陶工高等技術専門校は、７０年の歴史を持つ伝統校であり、普通課程で陶芸を学べる施

設としては全国的にも珍しい。玄関前には、陶芸作家をはじめ卒業生等の作品が数多く陳

列されている。その横には、毎年１回発行される広報誌「陶校だより」が数年分並べられ

ている。広報誌には、業界や指導員、卒業生等の寄稿文と校のニュース等がわかりやすく

掲載されている。中川校長の「これを読めば陶工専門校が理解できる。」と言われたことが

納得できた。実技では大量の粘土や釉薬等を必要とする。３月に作品発表会を兼ねた展示

即売会を開催し府民に訓練の成果を還元している。あぐら座で行う「ろくろ実技」は、慣

れないと少々きつい感じもする。しかし、「京焼・清水焼」の伝統を継承する限りこの作業

姿勢をマスターしなければならない。整然とした実習場で、成形と絵付に向き合う真剣な

まなざしに感動を覚えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ろくろ実技 絵付（下絵作業） 

実習場 ろくろ実技の指導 
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東亜和裁 和裁科 

 

訪問日：平成 27 年 6 月 17 日 10:00～11:45 
対応者：新見 ゆみ子（東亜和裁指導員）  
訪問者：村井、平塚（基盤整備センター） 

 
○概要 

 東亜和裁の母体は、呉服販売の専門チェーン「ほていや」である。「ほていや」は、５０

年以上の歴史を持ち中部圏を中心に３７の店舗を構える呉服のナショナルチェーンである。

和服業界にとって高齢化がすすむ和裁技能士の後継者育成は欠かせない。しかし、一人前

の和裁技能士になるには長い時間がかかる。東亜和裁では、認定職業訓練施設としてこれ

まで多くの優秀な技能士を育成してきた。訓練期間は、和裁基礎コースが２年、和裁技能

士育成コースは４年である。着物や襦袢だけでなくコート類までとなると４年以上の歳月

が必要である。４年コースを修了すると、さらに技能検定１級や技能コンクール、技能五

輪などに積極的に挑戦する和裁研究コース（プラス１年～）がある。技能検定１級合格率

は毎年、全国平均を大幅に上回るとともに技能五輪全国大会や全国和裁技能コンクールに

おいて金賞を受賞する等、常に上位の成績を残している。この他、東京商工会議所検定や

職業訓練指導員試験にも挑戦し同様な成果を上げている。東亜和裁は、名古屋をはじめ新

潟、仙台等７支部からなるネットワークを持つ和裁の認定校である。 

 
○訓練目標及び仕上がり像 

・１年・・・単衣（ひとえ）の着物を縫う。 

・２年・・・袷（あわせ）の着物を縫う。 

・３年・・・絵柄のある着物を縫う。東商検定２級、技能検定２級に挑戦。  

・４年・・・絵羽（えば）模様の着物を縫う。東商検定１級、職業訓練指導員に挑戦。  

・５年～・・和裁研究コースで技能検定１級、全国和裁技能コンクールに挑戦。  

○科の構成等 

・和裁科 和裁基礎コース（２年）・・・和裁技能士育成コースの３年次に編入可能。 

・和裁科 和裁技能士育成コース（４年） 

・和裁研究コース（１年～） 

・入所費用は２年コースで１０万円だが授業料は無料。奨学金も用意。  

○見直し要望等 

・教科の細目で「補てつ」とあるが「補綴（ほてつ）」とする方がよいのではないか。 

・設備の細目はとくに見直す必要はない。 
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・訓練でパソコン等を使う必要はない。 

・設備の細目で機器名に「トロンメル」、「スタンプミル」、「フェルタプレス」とあるが名

称を確認する必要がある。 

 
○感想 

 陶工高等技術専門校は、７０年の歴史を持つ伝統校であり、普通課程で陶芸を学べる施

設としては全国的にも珍しい。玄関前には、陶芸作家をはじめ卒業生等の作品が数多く陳

列されている。その横には、毎年１回発行される広報誌「陶校だより」が数年分並べられ

ている。広報誌には、業界や指導員、卒業生等の寄稿文と校のニュース等がわかりやすく

掲載されている。中川校長の「これを読めば陶工専門校が理解できる。」と言われたことが

納得できた。実技では大量の粘土や釉薬等を必要とする。３月に作品発表会を兼ねた展示

即売会を開催し府民に訓練の成果を還元している。あぐら座で行う「ろくろ実技」は、慣

れないと少々きつい感じもする。しかし、「京焼・清水焼」の伝統を継承する限りこの作業

姿勢をマスターしなければならない。整然とした実習場で、成形と絵付に向き合う真剣な

まなざしに感動を覚えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ろくろ実技 絵付（下絵作業） 

実習場 ろくろ実技の指導 
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○感想 

 ２０年前、研修生（訓練生）は全体で１５０人を超えていたが、今年度の入校生は１５

名と最盛期の１／１０に減少している。全国的に見ても和裁科の訓練生は大幅に減ってい

る。理由の一つとして、「高校の被服科が生活文化科等に変更されたことで洋服や着物への

関心が薄れているのではないか、和裁の言葉を知らない若者も多い。反面、食物科はグル

メの影響もあり人気が出ている。」とのこと。こうした中、東亜和裁は、和裁の総合企業㈱

東亜グループの和裁技能習得部門として、その運営方法を工夫しながら優秀な和裁技能士

を数多く育成してきた。訓練生が使う着物の材料は、すべて商品となる本物である。それ

だけに、実習場には緊張感が漂っている。修了生の進路は、「グループ会社で勤務する者も

いれば、家庭に入り家事と和裁の仕事を両立している者もいる。」とのこと。手に職を付け

ることで生涯にわたって仕事を続けられるのも魅力の一つである。着物姿で正座して行う

縫い作業の光景は、日本の伝統文化を感じさせてくれる。着物は、何回でも仕立て直しが

でき、材料を無駄にしない究極のエコ製品であることを再認識した。 
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印付け作業 完成品の検品作業 
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愛媛県立今治高等技術専門校  

今治タオルものづくり科、服飾モード科 

 
訪問日：平成 27 年 6 月 24 日 13:30～16:30 
対応者：金繁校長、一色教頭、瀧本教務主任 
  田窪専門員、渡辺教務主任、角尾専門員  
訪問者：村井、平塚（基盤整備センター） 

 
○概要 
 今治市には、日本最大の造船量を誇る今治造船所と、海外からも評価が高い今治タオル

の２大地場産業がある。今治高等技術専門校には、これらの職種を中心とした地元ニーズ

に対応できる人材を育成するため、設備エンジニア科（製造設備科）と今治タオルものづ

くり科（織機調整科）、服飾モード科（洋裁科）、ビジネスデザイン科(工業デザイン科)が
設置されている。ビジネスデザイン科を除く３科が２年コースである。なかでも服飾モー

ド科、ビジネスデザイン科は女性の比率が高い。 
今治タオルものづくり科に設置している設備機器としては、織機以外に染色・仕上げ加

工等の機器も設置し地元のニーズに応えている。景気が上向いているため就職率は１０

０％であり、新卒の応募者も若干だが充足している。今治ものづくり科の訓練内容は、タ

オル製造に欠かせない製糸の準備工程から染色、製織工程、仕上げ加工、二次加工、そし

てこれら一連の工程管理について習得するものである。そのため、織機調整科の訓練基準

では整合性がとれないという課題がある。 
一方、服飾モード科（洋裁科）は、服飾ソーイング科（縫製科）の廃止に伴い平成２５

年度に新設された科である。服飾モード科には、基準とは別に一人一台のパソコンが整備

されている。パソコンのアパレルＣＡＤで型紙を設計し、カッティング専用機で型紙を作

成する最新の技術を習得することができる。 
 
○訓練目標及び仕上がり像 
＜今治タオルものづくり科＞ 
・今治タオルの製造工程全般について習得する。 
・企画・製造・販売の一連の工程に精通した繊維業界のマイスターを目指す。  
＜服飾モード科＞ 
・婦人服を中心に企画から商品の完成までを習得する。  
・技能検定２級（婦人服）の合格と技能五輪全国大会への出場を目指す 
 
○科の構成 
・今治タオルものづくり科（織機調整科）・・・定員１０名×２年 
・服飾モード科（洋裁科）・・・・・・・・・・定員１０名×２年  

ヒアリングレポート③ 
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○感想 

 ２０年前、研修生（訓練生）は全体で１５０人を超えていたが、今年度の入校生は１５

名と最盛期の１／１０に減少している。全国的に見ても和裁科の訓練生は大幅に減ってい

る。理由の一つとして、「高校の被服科が生活文化科等に変更されたことで洋服や着物への

関心が薄れているのではないか、和裁の言葉を知らない若者も多い。反面、食物科はグル

メの影響もあり人気が出ている。」とのこと。こうした中、東亜和裁は、和裁の総合企業㈱

東亜グループの和裁技能習得部門として、その運営方法を工夫しながら優秀な和裁技能士

を数多く育成してきた。訓練生が使う着物の材料は、すべて商品となる本物である。それ

だけに、実習場には緊張感が漂っている。修了生の進路は、「グループ会社で勤務する者も

いれば、家庭に入り家事と和裁の仕事を両立している者もいる。」とのこと。手に職を付け

ることで生涯にわたって仕事を続けられるのも魅力の一つである。着物姿で正座して行う

縫い作業の光景は、日本の伝統文化を感じさせてくれる。着物は、何回でも仕立て直しが

でき、材料を無駄にしない究極のエコ製品であることを再認識した。 
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○見直し要望等 
・織機調整科の基準が今治タオルものづくり科に合わない。  
・織機調整科に対応した技能検定がない（廃止された）ため、技能照査の細目は、地域ニ

ーズに合わせた内容としてよいのではないか。 
・教科、設備の基準も特化部分は別とし今治タオルものづくり科の内容に合わせて欲しい。 
・服飾モード科については、特に要望等はない。 
 
○感想 

今治タオルものづくり科は、織布科、染色科、織物管理科、整経科、織機調整科、繊維

エンジニア科等科目再編を経て、平成２４年に新科として発足した。地場産業とともに６

０年以上に渡る歴史を持つ。かつて他県でも同様な訓練科を実施していた。しかし、繊維

産業の衰退とともに関連の科は激減した。現在、普通課程、専門課程で実施している訓練

施設は今治校だけである。今治のタオル産業は、これまで高品質のタオルづくりに挑戦す

るとともに海外でのブランド化に努めてきた。今治高等技術専門校は、地元業界に支えら

れているとともに設備機器や人材そして瀬戸内の自然にも恵まれていると感じた。  
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レピア織機 整経機 

部分縫い実習風景 第５１回技能五輪全国大会作品  
ジャケット(左)、ウエディング全国ドレス(右) 
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埼玉県立川越高等技術専門校  

木工工芸科（木工科） 

 
訪問日：平成 27 年 7 月 1 日 13:30～16:30 
対応者：蒔崎校長、戸引主幹  
訪問者：長谷部委員、深澤委員、定成委員 

和田（厚労省）平塚（基盤センター） 
○概要 

 平成２１年度に埼玉県内の訓練施設を整理統合し木工工芸科としてスタートした。定員

は３０名、訓練期間は１年である。川越校には、このほか金属加工科（１年）、電気工事科

（１年）、ビル管理科（短期）がある。今年度の木工工芸科の応募者は、定員３０名に対し

て３６名。年齢は、新規高卒者を含め１０代５名、２０代７名、３０代５名、４０代４名、

５０代６名、６０代４名と幅広い。東京都を除く県外出身者は５名と多いが、そのほとん

どは埼玉県内で就職しているとのこと。希望者には、技能五輪国内予選を兼ねた技能検定

試験２級（家具手加工作業）を受検させている。今年度は３名が練習に励んでいる。昨年

度の就職率は９２．９％と全科の中でもトップである。毎年、定員を超える企業数、求人

数がある。川越地区は、特に家具の生産地ではないが、近隣には良質な杉やヒノキの生産

地や建具、桐たんすの生産地がある。 

 
○訓練目標及び仕上がり像 

・家具製作を目的とした木工手工具の使用法、各種木工機械の取扱いを習得する。  

・家具（机・書庫など）、仕口加工、組立、仕上げの技能を習得する。 

・木材の性質、家具の構造、設計を主としたデザインを学び家具製作を行う。  

・技能検定２級（家具手加工作業）に挑戦する。 

 
○科の構成 

・定員：３０名 訓練期間：１年 

 
○見直し要望等 

・実習の時間はもっと多くてもよい。 

・ＮＣは、中小企業に入っている所が少ないため個別対応すればよい。  

・乾燥実習２０ｈだが、乾燥機はない。１０ｈでもよいのではないか。  

・学科の加工法５０ｈは多すぎる。実習場でやればＯＫ。実学一体でよいのでは。  

・塗装実習と塗装基本実習が多すぎる。 

・木工品→木工製品設計としたい 

ヒアリングレポート④ 
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○見直し要望等 
・織機調整科の基準が今治タオルものづくり科に合わない。  
・織機調整科に対応した技能検定がない（廃止された）ため、技能照査の細目は、地域ニ

ーズに合わせた内容としてよいのではないか。 
・教科、設備の基準も特化部分は別とし今治タオルものづくり科の内容に合わせて欲しい。 
・服飾モード科については、特に要望等はない。 
 
○感想 

今治タオルものづくり科は、織布科、染色科、織物管理科、整経科、織機調整科、繊維

エンジニア科等科目再編を経て、平成２４年に新科として発足した。地場産業とともに６

０年以上に渡る歴史を持つ。かつて他県でも同様な訓練科を実施していた。しかし、繊維

産業の衰退とともに関連の科は激減した。現在、普通課程、専門課程で実施している訓練

施設は今治校だけである。今治のタオル産業は、これまで高品質のタオルづくりに挑戦す

るとともに海外でのブランド化に努めてきた。今治高等技術専門校は、地元業界に支えら

れているとともに設備機器や人材そして瀬戸内の自然にも恵まれていると感じた。  
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レピア織機 整経機 

部分縫い実習風景 第５１回技能五輪全国大会作品  
ジャケット(左)、ウエディング全国ドレス(右) 
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・技能照査専攻学科の「木型現図の作成」、「建築物と建具の関係について知っていること」

などは、木型科、建具科の基準。現状では無理ではないか。  

・生産工学の教科書が古い。改訂し環境関係等を細目に入れる。  

・技能照査標準問題集が改定されていない。建具と家具が一緒に入っているので問題。  

 
○感想 

 よく整理整頓された実習場を見学することができた。また、訓練生のあいさつが非常に

気持ちよく企業レベルに近いと感じた。訓練の始まりと終わりには「お願いします」、「あ

りがとうございました」を唱和しているとのこと。訓練期間１年の中で２級技能検定試験

や作品の製作に追われる。１月の即売会に向けて徐々に本格的な作品が仕上がっていく。

花台等の小物からタンスや机まで、ほとんど売りきれるそうだ。使用する材料はケヤキや

スプルス材等、様々であるが木材店から節のあるものを安く入れてもらうなど、工夫をし

ているとのこと。 

 鋸刃をはじめカンナやノミ等の道具は自分で研がなければならない。しかし、最近は鋸

刃は目立てをせずに替え刃を使用する場合が多いようだ。日本家具には、伝統を基本とし

つつも生活様式に合った新しいデザインや機能が求められる。そのためにも作品をアピー

ルするプレゼンテーション技術も必要となる。木工科が全国的に少なくなる中、川越校の

木工工芸科は全国にその存在感を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品の数々 建具作品（工作基本実習） 

自分の机（地場ヒノキ材）は自分で削る 技能五輪国内予選に挑戦 
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大分県立竹工芸・訓練支援センター  

竹工芸科 

 
訪問日：平成 27 年 7 月 7 日 14:00～16:30 
対応者：森口校長、冨尾次長 寒竹主幹  
訪問者：村井、平塚（基盤整備センター） 

 
○概要 
 大分県立竹工芸・訓練支援センターの竹工芸科は、大分県の竹工芸産業の後継者を育成

することを目的に設置された。国の伝統的工芸品に指定されている「別府竹細工」や生活

用工芸品の製作に必要な技能や知識を習得することができる。訓練期間は２年、県立の職

業能力開発校としては全国唯一の訓練科である。別府の竹工芸の起源は古く日本書紀にも

登場する。江戸時代には、別府温泉のお土産として市場が拡大し地場産業が形成された。

明治時代に入ると、工芸品として発展するとともに竹工芸技術者を育成する学校が開校さ

れた。その後、工業試験所等や傷い軍人再教育所を経て、現在の竹工芸科となった。平成

２５年からは２年制で実施している。３割～半数は県外出身者であるが、修了後は全員が

大分県内に定住している。就職と自営の割合は半々である。  
 
○訓練目標及び仕上がり像 
・竹工芸品の製作に関する竹材の材料加工・各種編組技術・染色・塗装技術を習得する。 
・竹材及び竹工芸に関する知識を習得する。 
・オリジナル製品の開発やアート作品の制作が行える。  
・修了後は、竹製品製造企業へ就職、または工房を開設し自営を行う。  
○科の構成及び関連業務 
＜竹工芸科＞  

定 員：１０名×２年（３９歳以下） 入校倍率：２～３倍 就職率：１００％ 
受講料：無料 

＜技術支援業務＞  
①インキュベーション型「貸し工房」利用期間：１年、使用料：無料 
②技術指導（技術相談）：１７４件 
③機器貸付：７４９件 

○見直し要望等 
・設備機器としてパソコン及びプリンター、プロジェクター、カメラ、ビデオ等は必要。 
・その一方、不要機器と思われる機器がある。 
・実際のカリキュラムと基準の科目名をすり合わせる必要がある。  
・竹工芸職種の技能検定が平成２２年度に廃止されたため、技能士補のメリットがない。 
 

ヒアリングレポート⑤ 
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・技能照査専攻学科の「木型現図の作成」、「建築物と建具の関係について知っていること」

などは、木型科、建具科の基準。現状では無理ではないか。  

・生産工学の教科書が古い。改訂し環境関係等を細目に入れる。  

・技能照査標準問題集が改定されていない。建具と家具が一緒に入っているので問題。  

 
○感想 

 よく整理整頓された実習場を見学することができた。また、訓練生のあいさつが非常に

気持ちよく企業レベルに近いと感じた。訓練の始まりと終わりには「お願いします」、「あ

りがとうございました」を唱和しているとのこと。訓練期間１年の中で２級技能検定試験

や作品の製作に追われる。１月の即売会に向けて徐々に本格的な作品が仕上がっていく。

花台等の小物からタンスや机まで、ほとんど売りきれるそうだ。使用する材料はケヤキや

スプルス材等、様々であるが木材店から節のあるものを安く入れてもらうなど、工夫をし

ているとのこと。 

 鋸刃をはじめカンナやノミ等の道具は自分で研がなければならない。しかし、最近は鋸

刃は目立てをせずに替え刃を使用する場合が多いようだ。日本家具には、伝統を基本とし

つつも生活様式に合った新しいデザインや機能が求められる。そのためにも作品をアピー

ルするプレゼンテーション技術も必要となる。木工科が全国的に少なくなる中、川越校の

木工工芸科は全国にその存在感を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品の数々 建具作品（工作基本実習） 

自分の机（地場ヒノキ材）は自分で削る 技能五輪国内予選に挑戦 
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○感想 
 大分県には別府をはじめ知名度が高い温泉地が数多い。一方、大分県は全国一の真竹

の産地でもある。竹は繁殖力が強く林業から見れば厄介者である。そのため、地元の別府

竹製品協同組合や製竹業界から竹の有効利用について強い要望がある。竹工芸科は、そう

した地元の期待と支援に支えられて設置された。県外からの応募者が多いという点からも

人気の高さがうかがえる。中には美大卒でアートを目指す者もいる。「日本では、伝統的工

芸品が主な商品であるが、米国等ではインテリアの一部として竹を使った近代的なアート

作品が好まれる。米国にあるアートギャラリーのバイヤーが来県し作家より直接買い付け

も行っている」とのこと。「アート系の制作は、より柔軟な創造力を必要とするが、今後は

力を入れていきたい。」と寒竹先生は語る。 
１年生と２年生は別々の実習場でそれぞれの課題を数多くこなす。基本を繰り返し行う

ことで、応用力や創造力を養う。展示会等を見学し目を養うことも重要である。「プロとし

てやっていくのに器用、不器用は関係ない。」とのこと。基本課題や作品づくりも重要だが、

今後の竹工芸が発展するためには、商品の開発力やデザイン力、販売力が欠かせない。竹

工芸科では、そうしたカリキュラムも取り入れるとともに、卒業生のネットワークを活か

した情報交換で販売力と技術の向上に努めている。陶磁器製造科、和裁科、木工科と同様

に竹工芸科の実習も“あぐら座”で行う。日本の伝統工芸の原点を見ることができた。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生の実習風景 竹材倉庫 
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大分県立大分高等技術専門校 

電気設備科（電気工事科） 

 
訪問日：平成 27 年 7 月 8 日 9:30～11:30 
対応者：志水校長、田中課長 大城主査  
訪問者：村井、平塚（基盤整備センター） 

 
○概要 

 大分高等技術専門校は、電気設備科 1 年の他、メカトロニクス科２年、自動車整備科 1

年、空調配管システム化 1 年、木造建築科 1 年の５科で構成されている。教科書や作業着

等を除き授業料は無料、男子寮も完備されている。電気設備科のカリキュラムは、ビル、

工場、一般住宅の電気配線、プログラミング技術、ホームオートメーションシステム等に

対応した電気設備の技能・技術を習得する訓練内容となっている。毎年、定員を上回る応

募者があり就職率も１００％を維持している。新卒者の割合は２５％である。また、経済

産業省の電気工事士養成施設に認定されているため、修了時に第二種電気工事士免状を取

得できる。第二種電気工事士試験はもちろん第一種電気工事士試験での高い合格率も目指

している。ちなみに昨年度の第一種電気工事士試験の合格率は、全国平均３０％に対し、

大分技専校は８１．３％（１６人中１３名の合格）と非常に高い割合である。  

 
○訓練目標及び仕上がり像 

・住宅、ビルの低圧屋内配線の技能を習得し第二種電気工事士免状を取得するとともに高

圧受電設備や外線工事の技能も習得し第一種電気工事士試験の合格を目指す。  

・低圧電気取扱い作業特別教育をはじめ玉掛け技能講習、小型移動式クレーン運転技能講

習、高所作業車運転技能講習等の修了証取得も目指す。  

・上記の資格等に裏打ちされた技能と知識を習得し、関係する職種への就職を目指す。  

 
○科の構成及び関連業務 

＜電気設備科＞  

定 員：２０名１年制 入校倍率：１．３～２．７倍 就職率：１００％ 

受講料：無料 

 
○見直し要望等 

・生産工学２０ｈは多すぎる。 

・設備で「建柱車」より「高所作業車」の方が必要。高所作業資格は外部で講習している。  

・「太陽光発電システム」で行う内容は限られる。費用対効果を含め県が判断する。  

 

ヒアリングレポート⑥ 
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○感想 
 大分県には別府をはじめ知名度が高い温泉地が数多い。一方、大分県は全国一の真竹

の産地でもある。竹は繁殖力が強く林業から見れば厄介者である。そのため、地元の別府

竹製品協同組合や製竹業界から竹の有効利用について強い要望がある。竹工芸科は、そう

した地元の期待と支援に支えられて設置された。県外からの応募者が多いという点からも

人気の高さがうかがえる。中には美大卒でアートを目指す者もいる。「日本では、伝統的工

芸品が主な商品であるが、米国等ではインテリアの一部として竹を使った近代的なアート

作品が好まれる。米国にあるアートギャラリーのバイヤーが来県し作家より直接買い付け

も行っている」とのこと。「アート系の制作は、より柔軟な創造力を必要とするが、今後は

力を入れていきたい。」と寒竹先生は語る。 
１年生と２年生は別々の実習場でそれぞれの課題を数多くこなす。基本を繰り返し行う

ことで、応用力や創造力を養う。展示会等を見学し目を養うことも重要である。「プロとし

てやっていくのに器用、不器用は関係ない。」とのこと。基本課題や作品づくりも重要だが、

今後の竹工芸が発展するためには、商品の開発力やデザイン力、販売力が欠かせない。竹

工芸科では、そうしたカリキュラムも取り入れるとともに、卒業生のネットワークを活か

した情報交換で販売力と技術の向上に努めている。陶磁器製造科、和裁科、木工科と同様

に竹工芸科の実習も“あぐら座”で行う。日本の伝統工芸の原点を見ることができた。  
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・設備で３０人定員とあるが、２０人定員とする方が良いのではないか。  

・施設では体験できないコンクリート打ち込み等の教材ビデオをＤＶＤ等で入手できれば

よい。 

・訓練施設で実施できない施工関係の設計図書が入手できればよい。 

 
○感想 

 ２倍を超えていた応募者数もここ３年間は１．４倍程度で推移している。一方、景気が

上向いてきたこともあり就職率は１００％である。また、１年間の訓練期間で第一種電気

工事士試験に１６人が受験し、１３名が合格するという快挙は熱心な指導の賜物である。

これを達成するため、年度の初めに「カリキュラム編成方針」を作成している。「編成方針」

では、前年度の指導方法等を分析。そこから問題点を抽出し、今年度の指導方針を決定す

る。例えば、問題点として①能力差が大きい、②欠席者の補講が恒常的になっている、③

訓練生の意欲に温度差がある等に対し、個別指導の強化や個別面談の繰り返し、時には厳

しい指導を行う、やる気のある者には上位資格や関連資格取得を促す等としている。さら

に、企業の求人に対するニーズ調査を実施し指導に活かしている。いずれの企業も工事現

場で複数の人と作業を行うため、関連資格だけでなくコミュニケーションや協調性を持っ

た人材を求めている。第一種電気工事士試験の全員合格を目指した大分技専校の取り組み

は、着実に成果を上げている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就職率と第一種電気工事士の合格率を掲示 整然とした配線実習盤 
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職業訓練法人 岡崎技術工学院  

石材加工科 

 
訪問日：平成 27 年 7 月 16 日 14:00～16:00 
対応者：久世理事長、高柳学長、岩瀬副学長他  
訪問者：村井、平塚（基盤整備センター） 

○概要 
 岡崎技術工学院の前身となる「岡崎建設技能者共同養成所」は、昭和３０年に設立され

た。その後、平成元年に設立された岡崎地域職業訓練センターに移転し、現在の名称とな

った。岡崎市は家康公ゆかりの地であり、花崗岩の産地でもある。この良質な花崗岩を使

った石材の加工が戦国時代から行われてきた。昭和５４年には、岡崎石工品が伝統工芸品

に指定された。 
岡崎技術工学院には、石材加工科３年をはじめ建築板金科３年、木造建築科３年の訓練

科が設置されている。石材加工科の訓練生のほとんどは、全国の石製品工業の子息である。

現在、１年生６名、２年生６名、３年生４名が在籍している。修業年限は３年、昼間は各

事業所で働き、夜間に学院へ通う。これまで多くの修了生が技能五輪国内予選に出場し「石

工」部門では常に１、２、３位等を受賞してきた。また、国際大会にもこれまで２０名以

上が出場し、優勝をはじめ上位入賞を果たしている。  
 岡崎石製品工業は、４５０年の伝統と優れた技術・技法で全国にその地位を誇ってきた

が、経済の低迷と中国等からの輸入に押され気味である。そのため、販売力の強化に努め

るとともに岡崎技術工学院において後継者の育成が続けられている。 
  
○訓練目標及び仕上がり像 
・体系的な技能教育により従業員の技能水準を向上させる。 
・業界で継続して活躍できる人材を育成する。 
 
○訓練科について 
・訓練期間：３年（夜間） 
・入学資格：法人会員の事業所に勤務する従業員 
・訓練時間：１８：３０～２１：２０（月～金） 月１回昼間授業あり 
 
○見直し要望等 
・建築生産概論は、石材加工科の科目としては時間が多すぎる。４０ｈ→２０ｈでよい。

その分、石材加工法８０ｈを１００ｈに増やしてほしい。 
・設備、技能照査については現行のままでよい。 
・指導員免許を取得するのに４８時間講習ではなく指導員試験を実施してほしい。  
・石材加工の教科書を改訂または、デジタル化できないか。  

ヒアリングレポート⑦ 
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・設備で３０人定員とあるが、２０人定員とする方が良いのではないか。  

・施設では体験できないコンクリート打ち込み等の教材ビデオをＤＶＤ等で入手できれば

よい。 

・訓練施設で実施できない施工関係の設計図書が入手できればよい。 

 
○感想 

 ２倍を超えていた応募者数もここ３年間は１．４倍程度で推移している。一方、景気が

上向いてきたこともあり就職率は１００％である。また、１年間の訓練期間で第一種電気

工事士試験に１６人が受験し、１３名が合格するという快挙は熱心な指導の賜物である。

これを達成するため、年度の初めに「カリキュラム編成方針」を作成している。「編成方針」

では、前年度の指導方法等を分析。そこから問題点を抽出し、今年度の指導方針を決定す

る。例えば、問題点として①能力差が大きい、②欠席者の補講が恒常的になっている、③

訓練生の意欲に温度差がある等に対し、個別指導の強化や個別面談の繰り返し、時には厳

しい指導を行う、やる気のある者には上位資格や関連資格取得を促す等としている。さら

に、企業の求人に対するニーズ調査を実施し指導に活かしている。いずれの企業も工事現

場で複数の人と作業を行うため、関連資格だけでなくコミュニケーションや協調性を持っ

た人材を求めている。第一種電気工事士試験の全員合格を目指した大分技専校の取り組み

は、着実に成果を上げている。 
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○感想 
 ヒアリングには、理事長のほか、学長や講師の方々が同席された。昼間はそれぞれの会

社を経営し、夜は学院の運営と訓練に携わっている。講師の方からは、訓練にかける熱い

思いが伝わってきた。「最近の訓練生は、ハンマを使ったことがなく忍耐力も欠ける傾向が

ある。」とのこと。石の上にも３年ということわざがあるが、「訓練期間を含め少なくても

５年は頑張って欲しい、３年間は育てたのだから・・・」という思いもある。一方、「電気

工学概論の授業をオームの法則から始めると電気が嫌いになる、もっと実際に必要な電気

の知識を教える必要があるのではないか、例えばプロが使うインパクトドリルの分解や修

理、モータの種類、ワット数、電池の性能や充電方法等についてわかりやすく教える工夫

が必要。材料力学に出てくるせん断力やモーメントを実際の作業に照らし合わせて教えら

れる教科書が必要。」等、訓練を実施する上でのヒントと苦労話をお聞きすることができた。

また、「技能五輪国際大会で使う工具や材料は、国内大会とは大きく異なる。国内では、硬

い御影石を手ハンマで加工するが、国際大会では、やわらかい石灰岩をエアハンマで加工

するためやわらか過ぎて欠けやすいというハンディがある。」そうだ。 
６０年にわたる工学院の歴史が、岡崎石製品共同組合連合会をはじめとする板金組合、

左官組合、建具組合、大工組合等、沢山の産業別組合によって支えられていることを肌で

感じるとともに５０年誌からも知ることができた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事長、副理事長、学長、講師の方々 実習場 

卒業課題「貫く意志（石）」 技能検定課題（左）と技能五輪国際大会の課題（右） 
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トヨタ工業学園「高等部」 木型科 

 
訪問日：平成 27 年 7 月 24 日 13:30～15:30 
対応者：西島（主査）、華井（技能・教科グループ長）  

小縣（チーフエキスパート）  

近藤（ＳＥ・試作整備課長）   

訪問者：定成、村井、平塚（職業大）  

○概要 

 トヨタ自動車株式会社が将来、生産活動の中核となる人材を育成するために設置した認

定職業訓練校である。３年間にわたる教育訓練により、「知識」「技能」「心身」のバランス

がとれた人材を育成する。学校教育法による「技能連携制度」を活用し３年間で高等学校

の卒業資格も取得する。学園生であると同時にトヨタ自動車の従業員となることから、給

料に代わる生徒手当が支給される。ボーナスに相当する特別手当もある。現在、１年生１

１９名、２年生、７９名、３年生９７名が在籍する。社内の人事制度を利用して、豊田工

業大学へ進学できる道もある。この他、工業高等学校卒業者を対象とした専門部（１年間）

には１１４名が在籍する。１クラス２５～３０人で女子も１、２名含まれる。１年次は、

基礎実習を中心に行うがすべての技能職種を一通り体験する。２年次からは、適性等を見

ながら、鋳造科、機械加工科、自動車製造科、木型科等、８つの専門技能コースに分かれ

る。木型科は６～７名程度であるが、実際に木型職種の現場に配属されるのは２名程度で

ある。技能五輪の出場選手は、高等部や専門部の卒業生を中心とする技能系社員の中から

選ばれる。トヨタ自動車では、技能五輪全国大会の木型職種に毎回出場し数々の成績を残

している。 

  
○学園の特徴 

・卒業後は、トヨタ自動車株式会社の正社員として活躍できる。 

・在学期間中は、生徒手当を支給。自立した学園生活を送ることができる。  

・卒業時、工業高校機械科の卒業資格が得られる。 

○専門技能コースの構成 

・鋳造科、塑性加工科、機械加工科、精密加工科、自動車製造科、自動車整備科、       

木型科、金属塗装科 

○学科・技能実習の割合 

 

 

 

 

ヒアリングレポート⑧ 

普通・専門学科  基礎実習  

普通・専門学科  

専門学科  

専門・職場技能実習  

職場技能実習・実務実習  

・１年生  

・２年生  

・３年生  
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○感想 
 ヒアリングには、理事長のほか、学長や講師の方々が同席された。昼間はそれぞれの会

社を経営し、夜は学院の運営と訓練に携わっている。講師の方からは、訓練にかける熱い

思いが伝わってきた。「最近の訓練生は、ハンマを使ったことがなく忍耐力も欠ける傾向が

ある。」とのこと。石の上にも３年ということわざがあるが、「訓練期間を含め少なくても

５年は頑張って欲しい、３年間は育てたのだから・・・」という思いもある。一方、「電気

工学概論の授業をオームの法則から始めると電気が嫌いになる、もっと実際に必要な電気

の知識を教える必要があるのではないか、例えばプロが使うインパクトドリルの分解や修

理、モータの種類、ワット数、電池の性能や充電方法等についてわかりやすく教える工夫

が必要。材料力学に出てくるせん断力やモーメントを実際の作業に照らし合わせて教えら

れる教科書が必要。」等、訓練を実施する上でのヒントと苦労話をお聞きすることができた。

また、「技能五輪国際大会で使う工具や材料は、国内大会とは大きく異なる。国内では、硬

い御影石を手ハンマで加工するが、国際大会では、やわらかい石灰岩をエアハンマで加工

するためやわらか過ぎて欠けやすいというハンディがある。」そうだ。 
６０年にわたる工学院の歴史が、岡崎石製品共同組合連合会をはじめとする板金組合、

左官組合、建具組合、大工組合等、沢山の産業別組合によって支えられていることを肌で

感じるとともに５０年誌からも知ることができた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事長、副理事長、学長、講師の方々 実習場 

卒業課題「貫く意志（石）」 技能検定課題（左）と技能五輪国際大会の課題（右） 
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○感想 

 トヨタ自動車株式会社は、中学校卒業者を対象とした教育訓練を６０年以上にわたり行

ってきた。最近では、１学年は４クラス約１００名であるが、かつては１０クラス以上の

時代もあった。８つの技能コースのうち木型科のコースは人数が少ない。木型は、自動車

のデザインを検討したり、エンジン等の鋳物部品をつくる際に重要な役割を果たしてきた。

現在、木製の木型に代わりＣＡＤ／ＣＡＭで加工した樹脂型を使うのが一般的である。木

には木目があり変形するため加工は熟練を要する。しかし、木型については創業時からの

深い思い入れがあるという。車のプロトタイプモデルをつくる際にも木を削る微妙な感触

が必要である。とはいっても、木型の技能継承に力を入れている企業や国は少ない。「木型

の技能検定が廃止されたのは残念、国際大会は是非とも残して欲しい」。８月に行われる技

能五輪国際大会に出場する選手にかける期待は大きい。入口ホールの壁には、メダル受賞

者の名前を刻んだプレートが誇らしげに掲げられている。これだけ多くのメダル受賞者が

現場で後輩を見守っているため、「金メダルを取ったからといって浮かれることはない。」

そうだ。特段の昇給等もないとのこと。「木型は少数派になってきたが、なくすことはでき

ない。」というように、ものづくりにかけるトヨタ自動車ならではの「こだわり」を感じた。 

訓練基準については、特に修正等の要望はないとのことであった。  
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神奈川県印章高等職業訓練校 印章彫刻科 

 

訪問日：平成 27 年 8 月 19 日 14:00～16:00 
対応者：青山 尚文 校長 
訪問者：和田（厚労省）、村井、平塚（基盤センター）  

 
○概要 

 日本で唯一の印章彫刻科である。神奈川県印章業組合連合会が主体となり昭和４２年に

設立された。現在、職業訓練法人神奈川県印章職業訓練協会により運営されている。入校

資格は、神奈川県印章業組合の会員並びに子弟、従業員で高卒者等を対象としている。県

外からの希望者は、原則として組合傘下の従業員となる必要がある。訓練期間は２年。毎

週土曜日と第２、第４日曜日に集合訓練（9：00～18：00）を行う。 

他の都道府県では、印章彫刻の講習会を週に１回行うところもあるが、普通課程として

体系的な指導を行う訓練校は他にない。印章を大規模で製造している企業もある中で個人

経営は厳しい面もあるが、訓練を希望する若者は少なくない。  

  
○印章について（全日本印章業組合連合会パンフレットより）  

・印章とは本来ハンコそのものをさす。印鑑とは捺印された印影を言う。但し、現状とし

ては、印章、印鑑、印判、ハンコが同一の意味で使われている。  

・最近、パソコンを応用した自動彫刻機による安価な印章が増えてきた。この安価な「機

械彫り」はパソコンの書体をそのまま使っているため同一の印章ができやすい。  

・中国人の姓は約５０００種類、韓国人の姓は約２５０種類に対し、日本人の姓は、５万

～１０万もの種類があるといわれる。読み方、書き方の種類が多いことが特徴。  

・印章に使われる主な書体は、篆
てん

書体
しょたい

、隷書体
れいしょたい

、楷書体、行書体、草書体、古印体の６

種類である。日本では篆
てん

書体
しょたい

を使うことが多いが、中国では旧漢字を簡略化した楷書体

や明朝体が使われる。韓国では、隷書体
れいしょたい

とハングルを共存して使っている。 
 
○主な訓練科内容 

・印章の知識：印の歴史、法律の学習等  

・木口
こ ぐ ち

彫刻：印刀の作り方、布字、彫刻法、丸印、角印
かくいん

・回
かい

文
ぶん

※等の彫刻法等 

・彫刻ゴム印：ゴム刀の研ぎ方、記念スタンプ、密刻の方法等  

・版   下：住所印版下等 

・機 械 操 作：彫刻機ゴム印作成機等の操作活用方法 

・書道、篆刻：特別講師による 

ヒアリングレポート⑨ 

※回文 
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○感想 

 トヨタ自動車株式会社は、中学校卒業者を対象とした教育訓練を６０年以上にわたり行

ってきた。最近では、１学年は４クラス約１００名であるが、かつては１０クラス以上の

時代もあった。８つの技能コースのうち木型科のコースは人数が少ない。木型は、自動車

のデザインを検討したり、エンジン等の鋳物部品をつくる際に重要な役割を果たしてきた。

現在、木製の木型に代わりＣＡＤ／ＣＡＭで加工した樹脂型を使うのが一般的である。木

には木目があり変形するため加工は熟練を要する。しかし、木型については創業時からの

深い思い入れがあるという。車のプロトタイプモデルをつくる際にも木を削る微妙な感触

が必要である。とはいっても、木型の技能継承に力を入れている企業や国は少ない。「木型

の技能検定が廃止されたのは残念、国際大会は是非とも残して欲しい」。８月に行われる技

能五輪国際大会に出場する選手にかける期待は大きい。入口ホールの壁には、メダル受賞

者の名前を刻んだプレートが誇らしげに掲げられている。これだけ多くのメダル受賞者が

現場で後輩を見守っているため、「金メダルを取ったからといって浮かれることはない。」

そうだ。特段の昇給等もないとのこと。「木型は少数派になってきたが、なくすことはでき

ない。」というように、ものづくりにかけるトヨタ自動車ならではの「こだわり」を感じた。 

訓練基準については、特に修正等の要望はないとのことであった。  
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○見直し要望 

・現在、ゴム印は鋳造ゴム印が多数を占めているが、製造方法は時代とともに変化してき

ている。近年、鋳造ゴム印以外のゴム印製造法として、光フィルムと感光樹脂を使用し

た化学製版やレーザ光照射で造られることも多い。そのため、教科の細目にある「鋳造」

は「製造」に、技能照査の細目にある「鋳造ゴム印」は「ゴム印製造」に変更する。  

・設備の細目にある「光電機」、「送別機」は使用しないので削除する。  

 
○感想 

神奈川県印章業組合連合会技能士会には３２店舗の印章店が加入している。「印章製造

の歴史は古く奥も深い。興味を持つ若者も少なくはない。しかし、昔は職人として食べら

れたが今は難しい。」とのこと。一人親方の印章店では弟子を抱えることが難しくなってき

た。それでも、日本で唯一の印章彫刻科として、プライドをかけて技能士の育成と技能継

承に努めている。技能だけでなく漢字の種類や歴史等についても学ばなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

彫刻の基本 彫刻の道具（工具は自分でつくる） 

 常用漢字と印章文字 
中国と日本の漢字の違い 

常用漢字 印章新体 

中国漢字 旧漢字 日本漢字 

出典：全日本印章業組合連合会、「印章の知識シリーズ」 
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